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キッチンのコンロや道具が、ころあいになった時とかにおしえて
くれて、こげる事をふせいでくれる。また、料理のお手伝いさん
がいて、メニューなどを考えてくれる。昨日のあまり物で考えて
くれるモードもある。モチーフは「きのこ」と「メカ」。
モニターでどれだけSDGsができたかで、ポイントがたまって
いく。そうすれば、お手伝いさんやキッチンが進化していく。
エネルギーは明るい時はそのまま太陽光を使って、暗い時は
ためておいたエネルギーを使う。料理で使った油カスや食べのこ
しでロボットとかが動いてくれる。このキッチンは外にあるから、
グリーンカーテンか、キッチンをおおってくれるバリアみたいな
のが出る。キッチンで食べる人が多くなれば、それにあわせて
きのこが大きくなっていく。きのこは食べれる。メカもうるさく
ない。キッチンを木につりさげて「ブランコ」みたいな楽しさも
だす。




